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【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年11月8日(2018.11.8)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項３】
生体適合性ポリマーを、一方は相対的に厚く、他方は相対的に薄い壁厚の２つの平行らせ
んからなる壁を有する管状に成形して製造される請求項１に記載の伸長可能なカテーテル
。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項４】
バルーンおよびそれを膨張させる別個の管腔、一体型温度センサ、外表面上の抗菌ゲルコ
ーティング、外表面の一部または全体に巻きつけられた銀または銅のワイヤー、のうち少
なくとも１つを備える請求項１に記載の伸長可能なカテーテル。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００９】
本発明の伸長可能なカテーテルの実施形態は、生体適合性ポリマーを、一方は相対的に厚
く、他方は相対的に薄い壁厚の２つの平行らせんからなる壁を有する管状に成形して製造
される。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１０】
本発明のカテーテルの実施形態は、バルーンおよびそれを膨張させる別個の管腔、一体型
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温度センサ、外表面上の抗菌ゲルコーティング、外表面の一部または全体に巻きつけられ
た銀または銅のワイヤー、のうち少なくとも１つを備える。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１６】
別の実施形態において、本発明のカテーテルは、生体適合性ポリマーを、一方は相対的に
厚く、他方は相対的に薄い壁厚の２つの平行らせんからなる壁を有する管状に成形して製
造される。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１７】
初期形状において、本発明のカテーテルは、従来のカテーテルと類似しており、従来のカ
テーテルが使用される分野において使用しても良い。巻き付けまたは成形のいずれかの方
法により形成される本発明のカテーテルは、バルーンおよびそれを膨張させる別個の管腔
、外表面上の抗菌ゲルコーティング、外表面の一部または全体に巻きつけられた銀または
銅のワイヤー含む従来の先行技術のカテーテルと同じ特徴を全て有することができる。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１９】
成形技術により製造される本発明の実施形態は、同様に伸長し、材料は近位方向に引っ張
られる時、最も薄い壁厚のらせん線に沿って裂ける。
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